
生
活
保

護
制
度
は
、

十
六
年
度

か
ら
老
齢

加
算
、
母

子
加
算
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
持
家
な
ど
が
あ
る
高

齢
者
世
帯
に
は
、
利
息
付
で
生
活
資

金
を
貸
付
け
る
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー

ジ
と
い
う
制
度
を
利
用
さ
せ
、
こ
れ

を
拒
め
ば
生
活
保
護
を
受
け
さ
せ
な

い
と
い
う
方
針
が
国
か
ら
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

か
き
た
議
員
は
、
困
窮
者
の
生
活

を
無
視
し
た
や
り
方
で
、
社
会
保
障

と
は
相
容
れ
な
い
、
国
に
意
見
を
あ

げ
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
越
市
で
は
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
あ
た
り
の
担
当
世
帯
が
多
く
事

務
に
支
障
が
無
い
か
と
指
摘
。
市
は
、

「
き
め
細
か
な
対
応
が
困
難
に
な
る

た
め
適
正
な
職
員
配
置
を
確
保
す
る

よ
う
努
力
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

川
口
議

員
は
、
拠

点
施
設
の

中
の
音
楽

ホ
ー
ル
や

市
民
活
動
支
援
施
設
は
必
要
だ
が
、

①
土
地
の
未
買
収
②
維
持
管
理
費
の

か
か
る
音
楽
ホ
ー
ル
１
７
０
０
〜
１

８
０
０
席
は
過
大
③
市
役
所
が
西
口

に
移
転
し
た
場
合
、
施
設
に
重
複
す

る
機
能
が
あ
る
④
に
ぎ
わ
い
施
設
は
、

需
要
予
測
や
民
間
業
者
の
動
向
調
査

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
見
通
し
が
あ

ま
い
⑤
西
口
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
見
直
し
や
財
政
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
る
。
こ
の
拠
点
施
設
に
つ

い
て
は
、
拙
速
を
さ
け
、
せ
め
て
市

役
所
を
ど
こ
に
建
設
す
る
の
か
決
め

た
上
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

市
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

本
山
議

員
は
、
庁

舎
移
転
に

つ
い
て
は
、

西
口
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し
、
庁
舎
基

本
構
想
、
同
基
本
計
画
、
実
施
計
画

の
必
要
性
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
を
市
に
提
案
。
市
は
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
見
直
す
。
基
本
構

想
・
同
計
画
、
実
施
計
画
な
ど
は
必

要
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
貴
重
で

あ
り
検
討
す
る
な
ど
と
答
弁
。
市
は

こ
の
間
、
現
庁
舎
の
老
朽
化
、
狭
隘

化
、
耐
震
上
か
ら
、
西
口
の
市
有
地

（
自
転
車
置
場
、
暫
定
広
場
）
に
、

定
期
借
地
権
方
式
で
市
は
建
設
費
を

負
担
し
な
い
で
建
設
す
る
。
現
庁
舎

は
残
し
、
観
光
の
拠
点
や
出
張
所
も

入
れ
、
中
央
公
民
館
も
入
れ
る
こ
と

も
可
能
、
市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い

て
進
め
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

「
今
も
着
実
に
温
暖
化
が

進
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
生
態
系
に
甚
大
な
悪
影
響

が
で
る
」
こ
と
が
明
確
に
さ

れ
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化

対
策
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

川
越
市
は
、
市
と
し
て
は
全

国
で
三
番
目
と
な
る
川
越
市

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

二
〇
〇
五
年
九
月
議
会
の
一

般
質
問
で
佐
藤
議
員
が
い
ち

早
く
取
り
上
げ
、
条
例
化
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

条
例
で
は
市
、
市
民
、
事

業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

現
在
及
び
将
来
の
市
民
の
健

康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保

に
寄
与
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
際
の
効
果
は
、

こ
れ
か
ら
策
定
さ
れ
る
地
域

推
進
計
画
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
目
標
値
を
定
め
て

効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
月
に

ス
タ
ー
ト

す
る
こ
の

制
度
を
試

算
す
る
と

ケ
ー
ス
１

夫夫夫夫
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夫
の
保
険
料
七
万
二
二
二
〇
円

妻
の
保
険
料
三
万
四
〇
二
〇
円

合
計
十
万
六
二
四
〇
円

ケ
ー
ス
２

七七七七
七七七七
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男男男男
性性性性
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保
険
料
は
、
七
万
二
二
二
〇
円

今
、
払
っ
て
い
る
介
護
保
険
料
と

合
計
す
る
と
家
計
を
圧
迫
し
ま
す
。

七
五
歳
以
上
の
方
は
戦
争
で
命
を
と

り
と
め
、
戦
後
一
貫
し
て
日
本
の
社

会
を
築
い
て
き
た
功
労
者
で
す
。
日

本
共
産
党
は
、
中
止
す
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

暖
か
な
生
活
保
護
施
策
を

問
題
だ
ら
け
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

「
市
役
所
の
川
越
駅
西
口
移
転
」

市
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
は

拙
速
を
さ
け
て

全
国
で
三
番
目

地
球
温
暖
化
で
条
例

日
本
共
産
党
の
提
案
実
る

十
二
月
市
議
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日

か
ら
二
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。川

越
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
、
町
名

地
番
変
更
、
保
育
の
実
施
及
び
保
育
料
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
都
市
計
画
事
業

中
央
通
り
（
本
川
越
駅
前
〜
連
雀
町
交
差

点
ま
で
）
沿
道
街
区
土
地
区
画
整
理
事
業

施
工
規
定
、
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

な
ど
二
十
七
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
料
の
改
定
は
、
税
源
委
譲
に
伴
う

改
定
で
す
が
、
定
率
減
税
全
廃
の
影
響
で
、

全
体
の
約
二
七
％
（
七
六
〇
名
）
が
値
上

が
り
し
ま
す
。
多
子
軽
減
制
度
の
拡
充
は

評
価
し
ま
す
が
、
一
番
多
い
方
で
保
育
料

が
約
七
千
円
ア
ッ
プ
し
て
し
ま
う
な
ど
家

計
へ
の
負
担
を
考
え
、
日
本
共
産
党
議
員

団
は
退
席
し
ま
し
た
。

十
二
月
議
会
の
経
過

舟橋市長へ2008年度の予算要望を提出

日
本
共
産
党
の
四
名
の
議
員
は
、
市
民
の
切
実
な
要
求
を
掲
げ
、
後
期
高

齢
者
医
療
、
市
庁
舎
移
転
、
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
、
生
活
保
護
行
政
な
ど
の

分
野
や
、
地
域
の
身
近
な
問
題
を
と
り
あ
げ
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
・
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

市
庁
舎
移
転
・
生
活
保
護
行
政
な
ど
に
つ
い
て
一
般
質
問


